
　60 回目の市制施行日を 11 月 1 日に迎え、記念式典
や数多くのイベントが開かれました。
　11 月 1 日に行われた市制施行 60 周年記念式典では、

「これまでも、これからも 矢板にはずっとアイがある」
をテーマに、古来より木幡神社に伝わる太々神楽、そし
て、これからの未来を担う子どもたちによる歌やダンス
の披露など、「過去から現在、そして未来へ」つながり
を感じさせる式典となりました。

　11 月 3 日に市役所周辺で行われた福祉まつりや秋祭
りなどでは、さまざまな団体・年代から多くの方たちが
運営に携わり、イベントを大いに盛り上げました。
　11 月 11 日に行われた矢板たかはらマラソン大会では、
ゴール直後の達成感に満ち溢れたランナーの顔、親子で
手をつないで力走する姿がありました。
　今号では、写真を中心に「未来へ引き継がれていく大
切なもの」、輝いていた方たちをご紹介します。
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特集　未来へ引き継ぐ大切なもの
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　昭和 33 年 11 月 1 日、市制施行
により矢板市は誕生しました。
　そして、誕生以来、多くの皆さま
に支えられ、平成 30 年 11 月 1 日、
60回目の記念日を迎えました。

　60 年は、人に例えると還暦にあ
たります。人生にとって大きな節目
となる年であり、また、第二の人生
への新たな出発を表す年です。
　これまで先人が築き上げてきた文

化・歴史を後世に伝え、また、これ
から未来へとつながる新たな出発
の日を記念して、「矢板市制施行 60
周年記念式典」を開催しました。
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【写真の説明】①オープニングアトラクションで、木幡神社太々神楽「しこうの
舞」を披露する保存会の皆さん②国歌斉唱する矢板中学校合唱部の皆さん③式
辞を述べる齋藤市長④あいさつを述べる和田議長⑤市民憲章を唱和する矢板中
学校生徒会の皆さん⑥市政功労表彰を代表受賞する元行政区長の江部さん⑦市
制施行 60周年特別表彰を代表受賞する前市長の遠藤さん⑧矢板市の歌を斉唱
する様子⑨矢板市の歌を斉唱する会場の様子⑩「やいた黒カレー」の PRをする、
やいた応援大使の「ギュウゾウ」さん、矢板高校の生徒さん・菅野校長、市商
工会の東泉会長⑪アトラクションで、創作ダンスを披露する矢板東高校ダンス
部の皆さん⑫歌を披露する「認定こども園かしわ幼稚園」「認定こども園すみ
れ幼稚園」「矢板認定こども園」年長児の皆さん⑬やいた応援大使の「えりのあ」
さんと「カラフルパレット」さんのミニコンサート⑭「えりのあ」さんと「カ
ラフルパレット」さん、式典に出演した子どもたち総出演のエンディング

⑨
⑧

⑩

⑬⑫⑪

⑭
②

⑤

⑥

⑦④③

①

　　平成 30 年 12 月号 5



平成 30 年 12 月号6

本のリサイクル市には、朝早くから本好きの方たちが訪れ人だか
りができました。
図書館内では、ボランティア団体「おはなしひろば」「人形劇サー
クルたんぽぽ」の方たちによるパネルシアターやエプロンシアター、
人形劇が行われ、子どもたちは、趣向を凝らした演出に興味深々、家
族で楽しいひとときを過ごしました。

　婦人会、グループあい、創年大学ぶらぶらクラブ、ちびっこ広場、
りんごの木の飲食ブースが軒を連ね、秋の味覚を買い求める人で
にぎわいました。昔遊び体験コーナーでは、子どもたちがこま回
しやヨーヨー釣りなど、昔ながらの遊びに魅了されていました。
　ステージでは、真・雷様剣士ダイジショーや太鼓、お囃子、
よさこいソーラン、芸人のパフォーマンスが行われました。
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健康について意識を高めるきっかけづくりとして、「からだの
測定コーナー」では、専用の機器を使い骨密度測定や肌年齢測定
などを行いました。また、薬剤師によるお薬相談や保健師による
健康相談、「矢板市健康づくりみどりの会」のパネル展示が行われ、
日ごろ知ることができない自分の健康状態が分かるとあって、多くの
方が相談や見学に訪れました。

　多くの福祉関係団体が出展し、日ごろの活動の紹介や作品の販売
などを行いました。泉中学校の生徒を中心としたステージイベン
トのほか、矢板・泉・片岡中学校の生徒が各ブースにボランティ
アとして参加し、会場を盛り上げました。
　また、会場には、カレーライスやわたあめ、すいとんなど
多様な模擬店が出店し、店の前には長蛇の列ができました。
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消防の活動について、特に子どもたちに興味・関心を持ってもら
うため、消防車両の試乗や水消火器・煙の体験など、楽しみなが
ら体感し、学べるイベントを消防団・消防署が協力して作り上げま
した。放水体験では、ヘルメットをかぶった防火衣姿の子どもたちが、
実際に消火活動で使用する「筒先」というパイプを持ち、真剣な顔つ
きで標的に向かって放水を行いました。

　今年で51回を迎える歴史ある文化祭が開かれ、茶道・華道・書道・絵画・
写真・手工芸・文芸・盆栽の展示会場となった文化会館や生涯学習
館には、華やかな趣のある延べ383点の作品が所狭しと並びました。
　また、文化会館大ホールで行われた芸能発表会は、延べ 64
組の方が舞台にあがり、舞踊や剣舞など日ごろの練習の成果
を披露していました。
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　11 月 11 日（日）、矢板運動公園をスタート・ゴールに、「第 29
回矢板たかはらマラソン大会」を開催しました。当日は晴天に恵ま
れ、全国から参加した 1,621 人が日ごろの練習の成果を競いました。
　大会には、市制施行 60 周年を記念して、　長距離走の実業団「コ
ニカミノルタ陸上競技部」から谷川智浩選手と井上洋平コーチ、や
いた応援大使で元コニカミノルタ陸上競技部所属の黒﨑拓克さんの

3人がゲストランナーとして招待され、参加者とともに秋の矢板路
を駆け抜けました。また、大会前日には、ゲストランナーによるラ
ンニング教室が開かれ、子どもたちに、走る準備の大切さや、効果
的なトレーニング方法を指導しました。
　このほか、やいた応援大使のギュウゾウさんがゲストとして駆け
つけ、表彰式での勝利者インタビューなどで会場を盛り上げました。

【市内入賞者】（順不同・敬称略）
クラス 順位 タイム 氏名 クラス 順位 タイム 氏名

ハーフ
ゲストランナー － 1:14:40 黒﨑　拓克

3㎞

小学生男子
（4～ 6年生） 8 0:11:44 神山晃士朗

高校生以上39歳以下男子 2 1:18:38 手塚　新輔
高校生以上女子 8 1:48:55 佐貫せい子

中学生女子
6 0:11:51 船山みずほ

10㎞
50 歳代男子

1 0:38:30 湯田　真一 7 0:12:01 岩崎　有沙
7 0:42:38 磯　　政道 8 0:12:09 土屋　蝶羽

高校生以上女子 3 0:53:26 田代　和枝

2㎞

小学生男子
（1～ 3年生）

3 0:07:42 深井　真生

5㎞

中学生男子
2 0:17:07 松嶋　峻矢 8 0:08:35 髙橋力輝斗
5 0:17:45 續田　　颯 小学生女子

（1～ 3年生） 7 0:09:14 齋藤　美夢
7 0:18:10 吉田　和輝

高校生以上39歳以下女子
2 0:20:34 星野　桃子

親子
（親など～小学 3年まで）

6 0:08:54 今泉　仁志今泉　　湊4 0:21:29 小山　真実
40 歳代女子 5 0:26:58 鈴木　陽子

7 0:09:03 齋藤　雅和齋藤　　叶




